
 

 

 

ニオイや音、光は手間が掛からず効果が

あるのではないか？といった相談をよくさ

れます。結論を先に言いますと、ニオイや

音、光を使った忌避材や装置をイノシシや

シカが嫌うことはありません。 

私たちの研究グループでは、忌避効果が

あるとされているニオイや光、音をイノシ

シやシカに提示する試験をたくさん行って

きましたが、⾧期間逃げる、近づかなくなる

物はありませんでした。流行りのピンクの

テープも、1 日～10 日ほどでイノシシもシ

カもテープを無視して侵入するようになり

ました。天敵と言われるオオカミの尿は効

果があるとして流行しています。もちろん

オオカミ尿の試験も行いましたが、イノシ

シは嫌がるどころか尿を体に擦り付けたり

しました。シカも一晩で尿を撒いた場所を

無視して餌を食べるようになりました。今

のところ、イノシシやシカが本質的に嫌が

る物質はありません。 

一方で、売られている忌避物質などを使 

 

 

 

うと、イノシシやシカが来なくなったよう

に感じることがあります。毎日訪れていた

農地に、突然いつもと違うニオイや物があ

ると、その環境の変化に対して野生動物は、

「何か危険なことが起こるかも」と考えて

警戒します。しかし、農地で美味しい物を食

べてきたイノシシやシカは、周囲から農地

の様子を観察し続け、危険なことはないと

判断すると再び侵入してきます。効果があ

ったようでもそれは一時的な警戒であり、

イノシシやシカは慣れてしまうと思ってよ 

いでしょう。 
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